
令和 8年度 第 1回水巻町地域公共交通会議 次第 

 

○日時 令和 8年 6月 18日（木）14時～ 

○場所 水巻町役場 301会議室 

 

１．開会 

 

 

２．委嘱状交付及び委員紹介 

 

 

３．役員選出（正副会長、監事） 

 

 

４．協議事項 

（１）令和 7年度水巻町地域公共交通会議会計決算報告及び監査報告について 

 

 

（２）水巻町地域公共交通計画（別紙）等の改正について 

 

 

５．報告事項 

（１）水巻町営バス令和 8年 4月 1日運行変更後の利用状況について 

 

 

６．その他 

 

 



水巻町地域公共交通会議　委員名簿　（任期：R8.4.1～R10.3.31）
R8.4.1現在

団体等 役職 氏名 備考

1 第1号 水巻町 水巻町 副町長 荒巻和徳

2 第1号 水巻町 水巻町建設課 課長 北村賢也

3 第1号 水巻町 水巻町福祉課 課長 舩津未華

4 第2号 一般旅客自動車運送事業者 北九州市交通局 総務経営課長 肥塚秀夫

5 第2号 一般旅客自動車運送事業者 有限会社みずほタクシー 代表取締役 松崎　繁

6 第2号 一般旅客自動車運送事業者 折尾タクシー株式会社 専務取締役 野添晃児

7 第2号 一般旅客自動車運送事業者 合資会社西部水巻交通 所長 園田俊弘

8 第2号 一般旅客自動車運送事業者 有限会社遠賀観光バス 取締役 岩尾　健

9 第3号
一般旅客自動車運送事業者
が組織する団体

一般社団法人
北九州タクシー協会

副会長 貞包健一

10 第4号
一般旅客自動車運送事業者
の事業用自動車の運転者が
組織する団体

北九州市交通局労働組合 執行委員長 三浦弘光

11 第5号 鉄道事業者 九州旅客鉄道株式会社 折尾駅長 横田卓也

12 第6号 住民又は旅客 水巻町議会 議員 亀元公一

13 第6号 住民又は旅客 水巻町議会 議員 井手幸子

14 第7号 道路管理者
国土交通省九州地方整備局
北九州国道事務所

八幡維持出張所長 佐藤元気

15 第7号 道路管理者 福岡県北九州県土整備事務所 地域整備主幹 片渕智彰

16 第8号 地方運輸局 国土交通省九州運輸局 福岡運輸支局長 永松靖二

17 第9号 公安委員会 福岡県折尾警察署 交通第一課交通総務係長 堀江良仁

18 第10号 学識経験者 九州工業大学大学院 建設社会工学研究系教授 寺町賢一

19 第11号 その他町長が必要と認めるもの
福岡県市町村・地域振興部
空港・交通政策局

交通政策課課長補佐 安成健一郎

20 第11号 その他町長が必要と認めるもの 水巻町社会福祉協議会 係長 德永正義

区分
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様式第１－１（日本産業規格Ａ列４番） 

 

令和 8年 6月●日 

 

 

 国土交通大臣 殿 

 

水巻町地域公共交通会議 

福岡県遠賀郡水巻町頃末北一丁目 1番 1号 

会 長   ● ● ● ● 

 

 

地域公共交通計画認定申請書 

 

 

 

 地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり定めたの

で、関係書類を添えて申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本申請書に、記載すべき事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。 

 

 

資料 3 



別 紙 

 

 

令和 8年 6月●日 

 

          水巻町地域公共交通会議           
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

水巻町において町外と連絡が可能な幹線交通は、町の中心部を横断するJR鹿児島本線、町

南部を運行するJR筑豊本線、町北部から北九州市八幡西区に連絡する北九州市営バスの3路

線で構成されている。また、当町は北九州市のベッドタウンとして発展してきた経緯から、

過去から北九州市への通勤・通学ニーズが高く、JRを利用した通勤通学者が多く居住して

いる。 

町内住宅地からJR駅までの経路として、町北部は北九州市営バスからJR折尾駅を利用する

経路が安定的に存続しているが、町南部については、これまでJR水巻駅、東水巻駅と町南

部住宅地を連絡していた北九州市営バス南部循環線が令和7年3月31日で廃止されることと

なった。しかし、町南部は近年宅地開発が進んでいる地区も多くあり、子育て世代の転入

も多いため、JR水巻駅、東水巻駅を利用した北九州市方面への通勤通学ニーズには引き続

き応えていく必要がある。そのため、地域公共交通確保維持事業を活用することにより、

旧北九州市営バス南部循環線の代替交通を運行し、町南部の生活交通手段を存続させてい

くことが必要不可欠である。 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

水巻町通勤通学バスの年間利用者数 R6：8,394人 ⇒ R10：10,500人 

収支率 R6:10.2% ⇒ R10:12.7% 

 

（水巻町地域公共交通計画【別冊】P4参照） 

 

（２）事業の効果 

水巻町通勤通学バスを維持することにより、町南部の交通不便地域である伊左座、二東、

二西、下二東地区のみならず、その他の主要地区についても日常の通勤通学に必要な移動

手段が確保される。 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・JR東水巻駅における駅前広場の整備（水巻町） 

・わかりやすいバス系統及び車両の表示（水巻町） 

・バス運行情報の効率的な提供（水巻町） 

・公共交通の利用促進のためのソフト事業の実施（水巻町） 

 

（水巻町地域公共交通計画 P50～58参照） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

表１を添付。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る水巻町通勤通学バスについて、その

運行に係る費用総額 13,632,264円／年の全てを水巻町が負担することとしている。 
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６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・水巻町通勤通学バスの年間利用者数 運行委託事業者からの報告書により毎年計測 

・収支率 町一般会計決算より毎年整理 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 
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10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

表５を添付。 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

※該当なし 

 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

13車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 
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18．協議会の開催状況と主な議論 

令和 5年 3月 2日 令和 4年度第 1回水巻町地域公共交通会議 

水巻町地域公共交通計画の策定に着手。 

令和 6年 2月 15日 令和 5年度第 3回水巻町地域公共交通会議 

水巻町地域公共交通計画について合意。 

令和 6年 6月 5日 令和 6年度第 1回水巻町地域公共交通会議 

町公共交通（主にバス交通）の具体的な運行内容を示す水巻町地域公共交通運行計画の

策定に着手。 

令和 7年 1月 22日 令和 6年度第 3回水巻町地域公共交通会議 

水巻町地域公共交通運行計画について合意。計画の中では令和 7 年 4 月からの具体的な

町営バスの運行内容を示し、その中で町南部の通勤通学ニーズに対応するための通勤通

学バスの運行を示した。 

令和 7年 6月 18日 令和 7年度第 1回地域公共交通会議 

地域公共交通計画の改正（フィーダー系統補助との補助連動）及び同計画【別紙（令和

８年度地域公共交通確保維持事業）】について合意。 

令和 7年 8月 27日 令和 7年度第 2回地域公共交通会議（書面開催） 

水巻町通勤通学バス（フィーダー系統）のダイヤ変更、実証運行期間の延長、地域公共

交通計画別紙の変更（フィーダー系統計画運行日数の変更）について合意。 

令和 8年 2月 27日 令和 7年度第 3回地域公共交通会議 

水巻町通勤通学バス（フィーダー系統）のダイヤ変更及び令和 8 年 4 月 1 日からの本格

運行開始について合意。 

令和 8年 6月 18日 令和 8年度第 1回地域公共交通会議 

地域公共交通計画別紙の改正及びフィーダー系統補助認定申請内容について合意。 

19．利用者等の意見の反映状況 

令和 6年 8月～10月に実施した旧北九州市営バス南部循環線乗降調査結果及び令和 6年 10

月の住民アンケート結果により、旧北九州市営バス南部循環線について、一定の通勤通学

利用があることが判明していることから、令和 7 年 4 月 1 日から水巻町通勤通学バスの実

証運行を開始し、当該路線の維持を念頭に置いた計画とした。また、令和 7 年 7 月に実施

した町営バスに関するアンケートでは、通勤通学バスと JR鹿児島本線との接続性の向上を

希望する意見が多くあったため、令和 7年 10月 1日から一部ダイヤを見直すとともに、令

和 7 年 9 月 30 日までとしていた実証運行期間を令和 8 年 3 月 31 日まで延長することとし

た。その後、令和 7年 12月に再度町営バスに関するアンケートを実施し、現段階で対応可

能な課題については概ね解決できる目途がついたことから、令和 8 年 4 月 1 日より、本格

運行を開始した。 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）福岡県遠賀郡水巻町頃末北 1-1-1  

（所 属）企画課企画係           

（氏 名）桂 和成             

（電 話）093-201-4321           

（e-mail）kikaku@town.mizumaki.lg.jp    
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当
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該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

年度都道府県名 市区町村名

福岡県

0.0km 0.0km

協議会名

水巻町地域公共交通会議

運送予定者名

遠賀郡水巻町

遠賀郡水巻町

0.0km

令和 9 年度

0.0km

0.0km 0.0km

②(2) 不便地

域（局長指

定）

基準ハで該当

する要件（別

表７・９）

運送継続

特例措置
往

0.0km 0.0km

申

請

番

号

（申請番号）運行系統名等

自家用有償旅客運

送
水巻駅南口 東水巻駅 水巻駅南口 循環(1) 水巻町通勤通学バス

主たる業態

運行系統

終点経由地起点

路線型

運行態様

の別

地域内フィーダー系統の基準適合（別表７・別表９・別表１０）

計画運行回

数

計画運行

日数
復

365.0日 4,346.5回

利便増進

特例措置

6.3km

JR鹿児島本線・筑豊本線のJR水巻駅・

東水巻駅と水巻駅南口・東水巻駅にて接

続

補助対象地域間幹線系統等と接続の確保

基準ホで該当

する要件（別

表７のみ）

① 新たに運行

開始

補助開始年度

0.0km 0.0km

0.0km 0.0km

0.0km 0.0km

0.0km 0.0km

0.0km 0.0km

0.0km 0.0km

市区町村名

遠賀郡水巻町



表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

交通不便地域等の内訳

地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定年月日及び特例適用開始年度

人口集中地区以外（人）

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

人口（人） 根拠法

 人

2,133 人交通不便地域等（人）

2,133 人 局長指定

都道府県名 市区町村名 年度

福岡県 遠賀郡水巻町 令和 9 年度

協議会名

水巻町地域公共交通会議

人　口

対象地区

伊左座、二東、二西、下二東地区



事前：水巻福祉ゆめあいバス（R6.8～R6.10） R7.10改正後：水巻町内巡回バス（R7.10～R8.3） R8.4改正後：水巻町内巡回バス（R8.4～R8.5）

運
行
概
要

運 行 日：全路線ともに平日・土曜のみ運行

運行時間：概ね9：00～17：00

運 賃：無 料 ※利用者制限あり

運行日：北部線・南部線は平日・土曜のみ、快速線は毎日運行

運行時間：概ね9：00～17：00

運 賃：無 料 ※利用者制限なし

運行日：北部線・南部線は平日・土曜のみ、快速線は毎日運行

運行時間：概ね9：00～17：00

運 賃：無 料 ※利用者制限なし

全

日

平

日
（
月
～
金
）

土

曜

休

日
（
日
・
祝
）

バス再編前後における乗車人数の変化 【事前：水巻福祉ゆめあいバス ⇒ 事後：水巻町内巡回バス】

59 

66 

76 

202

0 20 40 60 80 200 220

西回り

東回り

南北線

合計

（人/日）

62 

67 

78 

207

0 20 40 60 80 200 220

西回り

東回り

南北線

合計

（人/日）

50 

62 

69 

180

0 20 40 60 80 200 220

西回り

東回り

南北線

合計

（人/日）

運 行 な し

出典：バス乗降センサーカウントデータ（水巻福祉ゆめあいバス・北九州市営バス南部循環線；R6.8.1～R6.10.31、水巻町内巡回バス・水巻町通勤通学バス；R7.10.1～R8.5.31）
※運休日及びデータ欠測日を除く1日あたり平均乗車人数を算出 ※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

R8.4改正前後の変化
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資料4



事前：北九州市営バス 南部循環線（R6.8～R6.10） R7.10改正後：水巻町通勤通学バス（R7.10～R8.3） R8.4改正後：水巻町通勤通学バス（R8.4～R8.5）

運
行
概
要

運 行 日：毎日運行

運行時間：概ね6：00～21：00

運 賃：190円一律

運 行 日：毎日運行

運行時間：概ね 朝6：00～8：00、夕17：00～21：00

運 賃：200円一律

運 行 日：毎日運行

運行時間：概ね 朝6：00～8：00、夕17：00～21：00

運 賃：200円一律（中学生以下及び障がい者無料）

全

日

平

日
（
月
～
金
）

土

曜

休

日
（
日
・
祝
）

バス再編前後における乗車人数の変化 【事前：北九州市営バス 南部循環線 ⇒ 事後：水巻町通勤通学バス】

出典：バス乗降センサーカウントデータ（水巻福祉ゆめあいバス・北九州市営バス南部循環線；R6.8.1～R6.10.31、水巻町内巡回バス・水巻町通勤通学バス；R7.10.1～R8.5.31）
※運休日及びデータ欠測日を除く1日あたり平均乗車人数を算出 ※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある
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R8.4改正前後の変化
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